
〔
質
問
〕令
和
３
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
の
、市

長
の
所
見
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、市

税
で
約
１
億
５
千
万
円
の

収
入
減
が
見
込
ま
れ
る

一
方
、令
和
３
年
度
は
新
た

な
総
合
計
画
で
あ
る
第
六

次
白
石
市
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
白
石
市
を

創
っ
て
い
く
た
め
の
節
目
の

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
変

厳
し
い
予
算
編
成
と
な
っ

た
。

〔
質
問
〕学
校
教
育
の
充
実

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
効

果
を
踏
ま
え
、今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
教
育
長
】授
業
改

善
や
児
童・生
徒
一
人
一
人
の

つ
ま
ず
き
解
消
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、学
習
内
容
の

定
着
を
表
す
達
成
率
の
改

善
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

特
に
、義
務
教
育
の
最

終
学
年
と
し
て
、と
り
わ
け

重
視
し
て
き
た
中
学
校
３

年
生
に
お
い
て
は
、市
の
平

均
が
全
国
平
均
を
超
え
る

結
果
と
な
り
、学
力
の
大

き
な
伸
び
が
見
ら
れ
た
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
は
、

本
市
独
自
の
教
育
課
程
を

編
成
し
、英
語
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

〔
質
問
〕地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
も「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
」

を
導
入
し
推
進
し
て
き
た

が
、こ
れ
ま
で
の
施
策
と

大
き
く
変
わ
る
点
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】変
更
点
に

つ
い
て
は
、交
付
金
の
利
便

性
を
高
め
、地
区
で
の
決
定

を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、

審
査
会
を
廃
止
す
る
。

　

地
区
が
選
定
し
た
事
業

へ
の
交
付
を
尊
重
す
る
こ

と
で
、住
民
自
治
力
を
育

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、交
付
金
活
用
団

体
の
事
例
発
表
や
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
表
を
行
な
っ

て
い
く
。

〔
質
問
〕商
店
街
の
活
性
化

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、賑
わ
い
を
創
出

し
て
い
く
考
え
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】地
元
商
店

組
合
な
ど
が
行
う
事
業
に

対
す
る
助
成
金
の
交
付
や
、

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
引
き
続
き
支
援
を
し
て

い
く
。

　

ま
た
、中
心
市
街
地
の

空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し

た
新
規
出
店
の
際
に
、改

装
費
の
補
助
金
を
交
付
す

る
な
ど
、事
業
者
へ
の
支
援

を
行
い
、中
心
市
街
地
の
商

店
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

〔
質
問
〕第
六
次
白
石
市
総

合
計
画
基
本
構
想
・
基
本

計
画
に
掲
載
さ
れ
た
、ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民

意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
見
る
と
、「
満
足
度
・

重
要
度
」の
項
目
に
お
い
て
、

「
働
く
場
」「
地
域
の
医
療
」

「
交
通
の
便
」「
子
育
て
環

境
」な
ど
の
８
項
目
に
つ
い

て
は
、満
足
度
が
低
く
重

要
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

市
民
生
活
の
不
安
要
素
と

な
っ
て
い
る
。手
厚
い
施
策

を
早
急
に
実
行
す
べ
き
と

考
え
る
が
、市
長
の
見
解

を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
か
ら
、市

民
生
活
に
お
け
る
不
安
要

素
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い

る
。

　

第
六
次
白
石
市
総
合
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

市
民
意
識
、本
市
の
特
性

や
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

施
策
を
掲
げ
て
い
る
。

　

満
足
度
が
低
く
、重
要

度
が
高
い
８
項
目
の
施
策

に
つ
い
て
は
、着
実
な
推
進

に
努
め
る
こ
と
で
、市
民
の

満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

〔
質
問
〕市
長
は
施
政
方
針

に
お
い
て「
少
子
高
齢
化
に

よ
る
税
収
の
減
少
や
社
会

保
障
費
の
増
加
、公
共
施

設
等
の
イ
ン
フ
ラ
更
新
な

ど
、不
安
定
な
財
政
状
況

に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

地
域
社
会
で
発
生
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
て
行
政

が
す
べ
て
を
対
応
す
る
こ

と
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
」

と
す
る
一
方
、「
令
和
３
年

度
か
ら
の
10
年
間
で
、市

は
大
き
く
発
展
す
る
」と

掲
げ
て
い
る
。

　
こ
の「
困
難
」と「
大
き

な
発
展
」、相
反
す
る
言
葉

は
整
合
性
が
取
れ
て
い
る

の
か
、所
見
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕【
市
長
】本
市
の
み

な
ら
ず
、地
方
財
政
は
一
層

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
、地
域
社
会
で
の
課

題
解
決
を
行
政
が
す
べ
て

対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

第
六
次
白
石
市
総
合
計

画
の
重
要
戦
略
の
一つ
と
し

て
、地
域
づ
く
り
へ
の
支
援

を
通
し
、地
域
に
よ
る
主
体

的
な
活
動
を
牽
引
す
る
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組

み
、地
域
住
民
主
体
の
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

当
然
、地
域
に
任
せ
、行

政
が
何
も
し
な
い
の
で
は

な
く
、必
要
な
支
援
は
引

き
続
き
行
う
。

　

10
年
間
で
、計
画
に
掲

げ
た
分
野
目
標
や
重
点
戦

略
を
着
実
に
推
進
す
る
こ

と
で
、市
は
大
き
く
発
展

す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、「
困
難
」と「
大
き
な

発
展
」
と
い
う
言
葉
の
整

合
性
は
取
れ
て
い
な
い
と

は
考
え
て
い
な
い
。

令
和
３
年
度
施
政
方
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に
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い
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